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研究成果の概要（和文）：	 上高地の極めて平らな山間盆地は 12000 年前の焼岳火山群の噴火に

よるせき止めでできた地形であり，180ｍの厚い湖成層が堰き止めでできた古上高地湖に堆積し

た。湖成層のコア試料の花粉分析に基づくと，古上高地湖の周囲は寒冷な気候のために当初植

生に乏しかった。温暖化によりパイオニア植物による林が徐々に発達し，11000〜9000 年前に

は低地から逃避してきた亜寒帯針葉樹が増加する。9000〜4000 年前になるとさらに温暖化して

ブナやコナラ亜属が優勢な落葉広葉樹林が増加した。	 

 
研究成果の概要（英文）：Extremely plane topography of the Kamikochi Basin in the Northern Japan 

Alps was a result of 12,000 y.BP. damming up of the Paleo-Azusa river by volcanic eruption of the 

Yakedake Volcanoes, and thick lacustrine sediment (180m in thick) deposited in paleo-Kamikochi Lake. 

Based on pollen analysis of the sediment core drilled at Kamikouchi basin, there was poor 

vegetation around the lake at first because of cold. The pioneer forest has gradually developed with 

warming. From 11000 to 9000 y.BP, subarctic conifers escaped from the lower areas increased. 

From 9000 to 4000 y.BP, deciduous broadleaved forest dominated by Fagus crenata and Quercus 

(Lepidobalanus) increased.  
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１．研究開始当初の背景 
	 2008 年度に掘削された大正池西学術ボー
リングは，神通川水系に流入していたと推定

されている旧河谷（原山、1990）までを掘削
し、上高地の地形発達史（	 流路変遷堰き止
め・	 埋積）の解明を目的として行われた。
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掘削の結果は 300m 深まで未固結堆積物であ
り、115-289m 深の間には厚い湖成堆積物が見
出されていた。また最深部の 289-300m は古
梓川の河床砂礫層であることが判明してい
た．	 
 
２．研究の目的	  
 
(1) 上高地での 300m 深ボーリングコア中の
材・植物片の年代測定により，水系変換(神通
川→信濃川)と堰止め湖の形成から消滅まで
の時代を決定し，山間盆地上高地の成立過程
(地形発達史)を明らかにする。 
(2)	 コア中の花粉・珪藻化石を解析し、最終
氷期以降の山岳環境の変遷を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)	 堰止め湖形成時期と堆積年代は炭質物
の 14C 年代測定(加速器年代測定法)とテフラ
の同定･対比年代により決定する。	 
(2)	 埋積された古地形に関しては微動アレ
ー探査により旧河床の縦断面をもとめる。	 	 
(3)	 上高地と周辺域の山岳環境解析につい
ては，コア試料中の花粉分析により周辺植生
を決定し，さらに時代をおっての変化を解析
する。	 

 
４．研究成果	  
（1）主な成果 
①本研究ではせき止め堆積物中の炭質物の
14C年代や火山灰同定を組み合わせて，堰止
め湖が 12000y.BPから 7000y.BP.の 5000年
間以上存続していたことを明らかにした。せ
き止め堆積物（深度 290m～115m）の約 30％
が年縞の発達したシルト/粘土層から成り，残
りは焼岳起源の火山性堆積物と河川成の砂
礫層から構成される。 
 
②シルト/粘土層からは花粉化石が多数抽出
され，山岳環境が後氷期の寒冷な環境から急
速に温暖化していったことを示している。せ
き止め当初(12000y.BP.)は最終氷期終了直後
の寒冷な環境を反映して花粉量が乏しく，草
本類が大半を占めている。11000〜9000y.BP.
の間は亜寒帯針葉樹林が周辺域に拡大した
ことを示している。7000y.BP.以降は落葉広
葉樹花粉が卓越しており，現在よりもやや温
暖な環境下にあったことを示している． 
 
③7000y.BP以降の湖成層は浸食により失わ
れ，不整合関係で 4000y.BP.前後の火山体起
源の砕屑物もしくは河川成の砂礫層（深度
115mから 55m）により被われている。花粉
分析は，この時代の堆積物も落葉広葉樹林帯
が周辺にひろがっていたことを示しており，
現在よりもやや温暖な環境を示しているこ

とが明らかとなった。 
 
④55m以浅は 155y.BP.以降の若い年代値を
示し，明治-大正年間に盛んに水蒸気爆発を繰
り返し，大正池など焼岳火山の泥流などによ
る小規模な堰き止めが再三生じていたこと
を示している． 
 
（2）得られた成果の国内外における位置付
とインパクト 
	 最終氷期からの温暖化過程を追跡した平
野部での研究は多数あるが，今回のような山
岳域での連続した長期間の記録をとどめた
堆積物は国内外を通じてまれである。山岳域
は垂直方向に温度勾配が大きいために環境
変動を鋭敏に反映する特性があり，花粉分析
と精密な年代測定に基づく環境変遷を連続
的に解明した今回の研究成果はその点で極
めて貴重な成果と判断できる。	 

	  
（3）今後の展望	 
	 微動アレー探査は地下イメージング技術
として極めてコストパフォーマンスに優れ
た技術である。堆積盆地など活断層が潜在化
しやすい地域での潜在活断層探査や，資源開
発など従来は地震波屈折法・反射法解析が適
用されていた領域での応用･発展が期待でき
る。	 
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新聞掲載記事	 

①「上高地	 1 万 2000 年前に巨大湖」中日新	 

	 聞，2010.2.13	 朝刊 1 面	 

②「巨大湖の水	 松本盆地に？」	 中日新	 

	 聞，2011.2.27	 朝刊 32 面	 

③「上高地中心部 2 つの活断層」 信濃毎日新 

  聞，2011.12．17 朝刊 23 面 

④「上高地をジオパークに	 県内研究者登録 
  目指し準備委」 信濃毎日新聞，2012.9.29 
  朝刊 31面 
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